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鉄道総研の

鉄道総研の技術遺産
鉄道総研が所蔵する技術遺産

参照）などとともに，震災復興事業に
あたりました。
　1903（昭和5）年には南満洲鉄道理
事となりましたが，1934（昭和9）年
に退任して，翌年，関連会社の興中公
司の社長となり，1939（昭和14）年に
は帰国して郷里の愛媛県西条市長など
を努めていました。1955（昭和30）年
に第4代国鉄総裁に就任し，東海道線
増強調査会，日本国有鉄道幹線調査会
などの審議を経て広軌別線による高速
鉄道の建設を決定し，1959（昭和34）
年に東海道新幹線の工事に着手しまし
た。しかし，工事予算が大幅に超過し
たため，その責任をとって開業を1年

▊▊十河信二のプロフィール
　十河信二は，1884（明治17）年，現
在の愛媛県新居浜市で生まれ，西条中
学校，第一高等学校を経て東京帝国大
学法科大学政治学科を1909（明治42）
年に卒業しました。ただちに，鉄道院
に採用されて書記となり，1920（大正
9）年には経理局会計課長となりました。
　関東大震災の復興事業を行うため，
帝都復興院が創設され，初代総裁に後
藤新平（本誌2012年9月号参照）が就
任しましたが，十河は書記官（のち経
理部長）として鉄道省から出向し，大
臣官房研究所から出向した田中豊技師
（本誌2012年12月号，2013年8月号

十河信二のレリーフ

▊▊研究所の整備事業と十河信二
　国立研究所の本館の玄関ロビーを入
ると，右手の壁に「十河信二」と書か
れた人物像のレリーフが掲げられてい
ます。十河信二は，東海道新幹線の実
現を推進した国鉄総裁としてその名が
知られていますが，すでに本誌の連載
でも紹介したように，国立研究所とも
関わりの深い人物でした。
　国立研究所の前身である旧国鉄の
鉄道技術研究所は，現在の東京都港区
浜松町付近の鉄道用地にありましたが，
1959（昭和34）年に十河信二総裁のもと
で国分寺市へ移転しました。その経緯
などについては，本誌の2013年3月号，
同4月号などで紹介した通りで，これ
によって研究所の施設が一新され，研
究基盤が強化されることとなりました。
　東海道新幹線の実現に果たした十河
総裁の役割については，本誌の2012
年8月号でも触れましたが，東海道新
幹線の実現に向けてより良好な環境と
最新の設備で研究開発ができる体制を
整えたことは，新幹線のみならずその
後の日本の鉄道技術の発展にも大きな
意義がありました。

File No.24 ①十河信二のレリーフ ②十河信二出生地の碑（愛媛県新居
浜市）　生家の跡地は保育園とな
り，新居浜市が1974（昭和49）
年に建立した記念碑が建っている。

③研究所の移転工事
完成の記念植樹と
十河総裁　1961
（昭和36）年6月
に国立集中整備工
事が完成し，十河
総裁を招いて中庭
で記念植樹が行わ
れた。
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半後に控えた1963（昭和38）年に国鉄
総裁を退任しました。総裁退任後は，
日本交通協会会長を務め，西条市名誉
市民の称号を受けましたが，1981（昭
和56）年に97歳で逝去しました。

▊▊レリーフの由来
　十河総裁は，1963（昭和38）年5月
19日に総裁を退任し，後任に石田礼
助総裁が就任しましたが，本館のロ
ビーに掲げられたレリーフは，1963
（昭和38）年10月18日に披露式を行っ
ているので，退任直後に完成したこと
になります。
　総裁退任を受けてレリーフが制作さ
れたのか，退任前からレリーフの計画

が準備され，結果的に退任後になって
しまったのかは，微妙なタイミングで
すが，披露式には退任後の十河前総裁
が自ら出席しており，研究所に対して
特別な思いがあったようです。
　レリーフの作者である宮本光庸
（1913～2001）は，徳島県出身の彫刻
家で，日展評議員・参与として活躍し，
地元の徳島県立近代美術館や徳島県鳴
門市妙見山彫刻公園には，その作品が
収蔵・展示されています。レリーフは，
鉄道技術研究所のOB組織であった三
月会の寄贈によるもので，三月会会長
の松縄信太元所長から川本勇所長に目
録が手渡されました。
　披露式の終了後には研究所の主催に
よる「十河さんを送る会」が開催され，
13時から講堂に超満員の所員を集め
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て1時間20分にわたって演説し，名
残惜しそうに所員に別れを告げたと伝
えられます。十河前総裁は，講演で「日
本の技術屋，事務屋はみな臆病すぎ
る。」と檄

げき

を飛ばし，自分が去ったの
ちも東海道新幹線の実現に全力で邁

まい

進
するよう所員を激励しました。
　十河信二は，かつて帝都復興院の人
事をめぐって，下僚だったにもかかわ
らず総裁の後藤新平を面罵した逸話が
あり，「雷親父」「頑固者」と称される
明治気質の人物として知られましたが，
ロビーに掲げられたレリーフは今も私
たちの研究活動を叱

しった

咤激励し続けてい
ます。
（小野田滋／情報管理部　担当部長）

④新幹線試作電車と十河総裁　1962（昭和37）年6月に新幹
線試作電車が完成し，試作B編成の運転台から手を振る十河
総裁。

⑤胸像の完成披露式　総裁退任後の
1963（昭和38）年10月，研究所玄
関ロビーに完成し，披露式が行われた。
左側は当時の川本勇研究所長。

⑥完成披露式を伝える当時の所内報

⑦ロビーにある現在のレリーフ


